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  ２月３日は節分、４日は立春でした。この日から春分までの間に吹く、暖かくて強い南風のことを「春一番」

と言います。春の訪れを感じる名前ですが、冷え込む毎日を過ごしている私たちにはまだまだ先のことのようで

す。新型コロナウイルス感染症が第５類に移行すること、マスク着用の論議などウイズコロナにむけて進んでい

ますね。県内ではインフルエンザや感染性胃腸炎など増えてきているようです。山形県衛生研究所では毎週感染

症罹患状況を報告しています。HP 上で閲覧できますのでぜひ参考にして正しい情報をキャッチし行動しましょ

う。（保健室前にも掲示しています。）

 

 

 

 
【学校保健委員会について】令和 4年 11月 15日（火）開催  ～前回の続き～ 

＊眼科大村先生：目の筋肉が固まってしまい遠くのものが、近くのものが見えなくなる。スマホはブルーライ

トが不眠の原因として問題となっているが、寝る 30分前には目を休ませる。視力は近視にならないように

研究が進んでいるが、改善はされない。コンタクトレンズはちゃんとしたメーカーのものを使い、使用方

法を守ること、目に見えない汚れが結膜炎になったりするので注意が必要。 

＊歯科太田先生：マスクをしていると口呼吸が多くなり乾燥しやすい。今日の研究発表の中に出てきたスポー 

ツドリンクも歯を溶かすので注意が必要だ。けが予防のため、マウスガードの着用を進めてほしい。 

＊歯科齋藤先生：虫歯が少なくていいが、歯肉の問題のある子が多く、将来歯周病になりそうな様子が見られ 

る。歯石がつく前にやめてほしい。口が寂しくなったらキシリトールガムを食べるなどしてほしい。 

＊薬剤師笠原先生：学校衛生基準で冬期期間の室温の適正温度が 17度～28度から、18度～28度、建築物環 

境衛生管理基準の一酸化炭素濃度の基準が、１０ppm から６ppm に変更になった。換気をすれば大丈夫。 

＊SC佐藤先生：中学に比べ通学時間や部活の時間が延び、勉強の進捗が速いことから高一クライシスで体調 

を崩したり、心の不調を訴える生徒がいる。人生で一番ここがつらいからとサポートしている。2，3年次 

の悩みは進路、職業、アイデンティティの確立、人間関係の構築についての相談が多い。 

＊保護者の方 

・いろいろな悩みを抱えた生徒に対応していただいている。親の安心が子の安心につながる。 

・元気に通わせていただいている。不満を親にぶつけることもあるが、実際授業を参観したときに難しい内容 

で驚いた。悩みながらだけれど、親も余裕をもって見守りたい。 

・様々な取り組みがされていることに驚いた。出席率を見てそんなに低い数ではないと思うが、年次ごとのデ 

ータがあれば年次ごとの特徴が見られると思う。 

・荷物が重くて自転車事故が起きたときが心配。Chromebookで電子教科書を使うことはできないか。 

・部活動や模擬試験などで忙しく、一日も休みのない月があった。休みの日の確保をお願いしたい。 

 

保健室だより 

 



  

 

 運動部だけではなくすべての活動にあてはまりますね。山東生みんなで考えていきましょう。 

 

「笑う」準備はできていますか？季節を表す言葉として、俳句などで使われる「季語」。山には四季に合わせた

４つの表現があることを知っていますか？ 春 山笑う 夏 山滴
したた

る 秋 山粧
よそお

う 冬 山眠る というそう

です。ちょうど今の時期は、静かに「眠る」山が一斉に花開いて「笑う」準備を始めた頃です。山東生の皆さんは受

験、卒業、進級にむけてラストスパート！応援しています。 

 

カウンセラー相談 

今年度最後です。面談時間の調整が必要ですので事前に保健室か担任へ申し込んでください。お気軽にどうぞ！ 

永田悠芽先生・・・・・ ２月２７日（月）                      


